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論文審査の要旨

骨髄間葉系幹細胞から作製した骨芽細胞シートは高い骨形成能を有し、人工

骨の骨形成能付与、偽関節治療、低侵襲骨移植術など、臨床においても様々な

有用性を有する治療法であることを報告してきた。冷凍保存した骨芽細胞シー

トが解凍後も高い骨形成能を維持できれば、さらに汎用性が増し、硬組織再生

医療が臨床に普及する上で大きな効果をもたらすと考えられる。

本研究では、ラットの骨髄間葉系幹細胞から作製した骨芽細胞シートを冷凍

保存 (4週/12週)した後、その骨形成能を評価し、冷凍保存の影響を検討した。

冷凍保存した骨芽細胞シートは、解凍後も細胞シートの形態を維持しており、

顕微鏡下の観察でも、 4週群、 12週群ともに対照群と比較しその形態に大きな

変化を認めず、 Viabilityは冷凍保存後も新鮮群の約 60拡を維持していた。摘出

標本は、 3群とも X線画像、組織像で人工骨周囲に新生骨を認め、 ALP活性、 oc

含有量は、保存期聞が長期になるにつれ軽度低下する傾向があったが、 12週間

の冷凍保存後も骨形成能を維持していた。

本研究によって、骨芽細胞シートは冷凍保存後も骨形成能が維持できること

が示された。本研究は、整形外科領域において様々な疾患に応用可能な骨芽細

胞シートが、冷凍保存し容易に使えることで、硬組織再生医療が臨床にさらに

普及するうえで非常に有用な結果を示しており、有意義な研究と評価される。
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以上、主論文に報告された研究成績は、「参考論文とともに硬組織再生医療の進

歩に寄与するところが大きいと認める。
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